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明けましておめでとうございます！ 
皆様、明けましておめでとうございます！本年も講師、スタッフ一同皆さんのご希望に少しでも近づける

よう精一杯、笑顔で参りたいと思います。どうぞ、宜しくお願い致します！ 

皆さんはどんなお正月を過ごされたでしょうか？私は名古屋の実家のレストランをクリスマスから年末

３０日まで手伝い３１日、１日は家族全員で合計１０本のワインを開け二日酔いで過ごしたお正月でした

（笑）さて、新年といえば今年１年の目標ですが、皆さんはどんな目標を立てられましたか？私は「周り

や結果を恐れず、自分を信じて決心する」です。下の記事でも書かれているテーマですが、自分がワクワ

クする未来は誰だって「えいっ！」と決心すれば近い目標になるはずだと思います。やっぱり大きな変化

は周りや自分でさえ不安になり「やっぱりやめておこう、そっちの方が安全だ、そうしたら誰にも文句は

言われない。」と諦めてしまうこともあると思います。でも、人生で本当にやってみたい！そう思うこと

があるのなら限りがある人生でやってみるのもいいかと最近思います。それがたとえみんなが勝手に思い

描いている私の道でなくても。皆さんはいかがですか？何か 2016 年自分でえいっ！っと決めて飛び込む

ことはありますか？飛び込む場所が小さいか、大きいか、深いか、浅いかは関係ないと思います。私もこ

れから毎年いろんな場所に飛び込んで自分を試しながら自分を見つめていきたいなぁなんて二日酔いな

がら考えた新年でした。さて、皆さんにここで時々出てくる実家のレストランの写真なんかを紹介してし

まいたいと思います！（←写真です☺）では皆さん、今年も張り切って突っ走りましょう！！ Chiko 
 

第 3回 喜多川泰の親学塾 考える力を磨く 

12 月 13 日、喜多川泰の第三回親学塾に行って来ました。この講座はもともと喜多川氏が代表を務める学習塾『聡

明舎』（横浜市瀬谷区と大和市にある小中高生向けの進学塾）で掲げる「生きる力を育てる教育」を行うための保

護者向けの講座でしたが、この講座の評判が高く学校の先生方や他の地域の保護者からも受講したいとの声を受

け、2011 年から一般向けに全国で開催されるようになった講座です。親学塾のコンセプトは「大人が楽しく学ぶ

機会」。語学力 UP にチャレンジする皆さんにもお役に立つと思い講座内容の概略を小林がレポートして参ります。

文中の「僕」は喜多川泰さん本人。斜体の文は小林のナレーションです。  

第 3回目の親学塾のテーマは「考える力を磨く」。では「考える力」ってどうやって磨くんでしょうか? それを考
える前提として、人の生存本能を正確に捉えるところから話は始まります。（人は）大変なことが嫌いです。「大き

く変わること」が嫌いなのだと思います。そして中村天風さんの本を読んでいた時に知った和歌を紹介。 

憂きことの なほこの上に積もれかし 限りある身の力ためさん 

この意味は「辛くしんどいことよ、もっとやってこい。有限の人生の中でどれだけ乗り越えられるか試してみよう」

ということです。つまり、幸せや夢を手に入れたいと思ったら、イメージした事を手に入れるために、その途中

でやらなければいけないこと(辛いこと、しんどいこと)が増えて来るのです。大人や先生が決めるのではありま

せん。自分でそうしたいからするんです。例えば、野球部でどうしても試合に出たいとしたら、何やんなきゃなら

ないですか？ 「出たい出たい出たい出たい出たい出たい出たい出たい」と何度言っても試合に出られません。ち

ゃんとやらなきゃ。素振りしたり、バッティングセンター行ったり。目標を決めるから、自分で目標を持つから、

やんなきゃいけないことが出て来ます。小学生の夏休みの過ごし方でも、円グラフに、5:30起床、6:00英単語覚

える、6:30ラジオ体操、7:30朝食…なんてやってみたら、初日から「やっぱ無理」となって投げちゃう。夢や目

標が大きくなるから、やることが増え、そしてそのやることに潰され、夢を持つのをやめてしまう。聡明舎では 

 
東郷平八郎、原敬、松下幸之助、

ロックフェラー3世等、時代の

リーダー達が中村天風に心服。

熱く、優しく、魂を揺さぶる「人

生成功の哲学」。これを読まな

いのは勿体無いと思います。 

毎日のように研修をやっています。何のためかと

いうと、昨日までできなかったことをできるよう

にするため。それは左手で文字を書くようなも

の。「自分はこんな授業をやりたいんだ」と思っ

て取り組むが、そうならない。苦しい思いをして、

努力して、変わった瞬間に、パッと目の前が明る

くなる瞬間がある。しかし実際授業をやってみる

と、生徒が拒絶する。「何かが変わった！」とい

う嫌悪感(生徒は変化を拒絶)。新しい法律も、「こ

んないい事もあるよ あんないい事もあるよ」と

説明してもすんなり受け入れるのは難しい。新し

いことに対する人間の反応は拒絶。人は、大きく

変わることに対する適応力を持っていないので

す。 

ちょっと違う話をします。自分はどこまで自分な

のか? 腕の片方がなくなってしまいます。義手を

つけることになりました。たまたまスターウォー

ズのあの技術が手に入ったとします。手が切られ

てもそれを再生できます。さてその時みなさんは

どう思うでしょう? 自分のまんまだ。自分ではな

くなったとは思わないはずです。ところが、脳み

そを取り替えたとすると、たぶん自分ではないと

感じます。従って自分とは、自分自身が経験し↗ 

てきた記憶・思考の蓄積だと考えていると言えます。脳がそっくり変わったら自分ではな

くなる。だから(生存本能として)自分の記憶・思考がほぼ間違いなく残っておく必要があ

るのです。人間は 97％は前の日と同じことを考えていると言われています。「もう悩まな

い」と言いながら、「もう悩まない」と言って悩んでいます。しかし、ちょっと変わるこ

とを続け、１年経つと全然変わってきます。知らないうちに受け入れられるようになる。

つまり私たちは、生存本能として自分が自分でいられるために、ほんのちょっとだけ変わ

れるようにできているのです。 

そして話は、「考える力」を鮮明にするために、その反対を考えるという方向に進みます。
「考える力」の反対は「思考停止」です。「思考停止」とは今の状態からしか未来を想像

できないことです。現状延長線上に未来を想像 (予測)してみたら、「社会を取り巻く環境、

国家の情勢、経済状況…、このままいったらどうなっちゃうんでしょう?」と不安になっ

たり、悩みを抱えてしまうのは当然です。翻って「考える力」とは、現状延長線上ではな

い、もっとよりよい未来を想像する力です。「いやだ」というなら、どんな未来がいいの？ 

どんな未来だったらワクワクできるの? 他の人は作ってくれません。想像力がある人だけ

が作れます。そのためには、より良いものを(自分で自分の中に)想像してあげるのが第一

歩。よりよい未来であってもそれが変化であれば生存本能は拒絶します。だから、大変に

やられて、そっちに行く力（よりよき未来を想像する力）が無くならないように、向き合

う力を育ててあげるのが先に生きる者の役割ではないでしょうか。 
より良い未来をつくるには苦痛は伴います。私たちも苦痛に耐えたからこそ、できること

が増えたわけです。赤ちゃんが立って歩けるようになるのは高いハードルだと思います。

１年どころではないです。（今の自分にあてはめてみれば）１年以上立てないってきつい

ですよ。今だったら１回転んで「もう無理っす」と言ってしまうかもしれません。学生に

とって数学という教科は典型的で、「先生! 私、生まれつきできるように生まれてないんで 



す。お母さんに聞いたら、『実は私もそうだった』と言ってたもん。遺伝だよ～」と洩らす

ことが良くあります。僕は一度知り合いとサーフィンに行ったんです。立てるようになっ

たら大丈夫らしいのですが、どれくらいで立てるようになるのか聞いたら、「毎週海に通っ

て早い人で 3ヶ月、まあ普通は 1年位かな」と聞いて、これは僕には時間と余裕がないか

ら出来ないんだと思い込ませることにしました(笑)。僕には小学校 1年生になる下の娘が

いるんですが、先日一輪車に乗れる娘に愕然としました。それまでは娘にできることは僕

には全てできると思っていたからです。「えっ、乗れるんだ！」「あっ、超えたな」と思い

ました。でも１年間くらい苦痛を覚悟すれば、僕にも無理じゃない。でも怖さが先に立っ

てしまい、「(娘の一輪車は)子供用ピンクだし、かっこ悪い」と自分に言い聞かせることに

しました(笑) 。しかしながら僕たちは、苦痛を受け入れる覚悟をもって、「自分には向い

ていないから」と言う気持ちに打ち勝ち、変わることができたものを持っているから、社

会の中で役割を持っているのだと思います。現状延長線上の未来を想像すると、やらなき

ゃいけないことの数々が出てきます。これが「道」です。現地点から、将来行かなきゃい

けない場所（ワクワクする未来）を設定し、この道(過程)を想像できれば、将来出くわす

問題(課題)を乗り越えられます。だから現実的に「道」を見ないといけない。 

希望ってなんでしょう？何か変化を期待しています。変化を起こしましょう。今までにな

かった何か素晴らしいものを手に入れましょう。希望とは、大きな変化を起こしましょう。

つまり、「大変になりましょう」という意味です。僕たちが希望を持つために 2つの方法が

あると思います。1つ目は、盲目的に信仰する。信じるということ。日本の中では廃れた考

え方になってきている、何かを信じる力です。でも僕はリアリストで(笑)教育者ですから、

「嘘かもしれないけど、信じてみろよ」ではいけないと思っています。2つ目の方法は、ワ

クワクする未来に対して「道」を描く方法。道のりを自分で考えつければ OKです。想像し

てちゃんと「道」を引く。自分で考えて「道」を引ける＝これが「考える力」です。 

うちの学習塾で高校を卒業するくらいの子供たちが、「先生、わたし、優しい人になりたい」

「僕、強くなりたいです」と話すことがあります。その時僕は「誰かを傷つけちゃったの

かな?」とか「自分がどんな人か知っているんだな」と思うのです。皆さんのお子さんには、

どんな人になってもらいたいですか? 「強く、優しく、できれば明るくなってほしい」誰

もがそう願うのではないでしょうか。ではどうしたらそれが手に入りますか? 今いる場所

から、「強い人になる」という所まで至るのにどんな道を想像しますか？道を引いてみる。

誰よりも優しい人になるために必要な経験の場合はどうか。振られるとか…。振られてば

かりみたいになっちゃいましたが(笑)。そのとき、障害はなくしてあげるというのは考え

ないと思います。そりゃ、色々あるだろうけれど、頑張れって！色々あることを期待しつ

つも、それを見たくはない。親は。でもそれができて初めて強くなれる。そのために祈る

しかないんだと思います。壁・ハードルはたくさんある。でもそれを乗り越えていってほ

しい。それができて、希望を手に入れたことになる。新しいことへの拒絶は本能。行く道

はいばらかもしれない。でも考えて道を作っておけば、「そこに至るまで、これをして、こ

れを乗り越えて、これをすれば、ここに行ける」と心構えができる。考えないと反応して

しまいます。すると新しいものは拒絶しなければならなくなります。希望は変化なのです。 

違う話をします。うちの塾で僕はセンター試験を担当していて、１ヶ月前(先週の授業)に

生徒たちに「何しに塾に来たのか考えないといけない」と次のような話をします。僕は桃

が好きなので近くにあるマルエツに行って桃を買いに行くんです。カゴにいれて、レジ行

って、ピッピッとやってもらって、いくらですか?と言って、お金を払う。でも(手元に)桃

がない。お金だけ払ってレジに置いてきたのかな? なければどうする？取りに行く。「そこ

に桃はあんのかい?」(あんちゃん風)と思いつつも。そして「ここに桃はありましたか?」

と尋ねる。でも桃はない。でも僕、桃好きだから桃いるんです。せっかく来たから買いま

す。カゴにいれて、レジ行って、ピッピッとやってもらって、いくらですか?と言って、お

金を支払う。でも桃がない。何やってるんだろう? でも僕、桃好きだから桃いるんです。

せっかく来たから買います。こんな話を永遠繰り返すんです。で、何しに来たの? 桃、持

って帰りなさいよ!(って思うでしょ?) みんなは塾に何しに来たの? ちゃんと持って帰っ

て、卒業しなさいよ。持って帰るものは、合格や点数ではない。本当に欲しいものを彼ら

も勘違いしている。次は子どもとお母さんの間でよくある会話です。 

子：郵便受けに入っていたチラシを見た子供が「おかあさーん、これやってみたーい」 

母：「やめときなさい、あんた。どうせ続かないんだから。途中で出さなくなるんだから」 

子：「これならいけるきがする」 

母：「んー。本当に約束できるのね?」 

子：「ぼくはうまれかわる!!」 

しかし実際にやってみたところ、子どもは「こんなはずじゃなかった」といってくじ

けてやめてしまう。でもなぜそう言うのか? なぜやりたいというのか? 自分はあんま

りイケてない。好きじゃない。他の人から分からなくても、自分はわかっている。そ

れを変えたい。（自分の中に頑張れる自分が）いるのであれば、頑張れる自分に出会っ

てみたい。だから「やりたい」と言うんです。そう! みんなは、この塾なら、頑張れ

る自分にきっと出会えると思って、だからココに来たんじゃないのかい? 本当に手に

入れるものはそれだったんじゃないか?  頑張れる自分と出会って卒業しなよ♪ (志

望校に)合格できるかどうかはわからない。でも、頑張れる自分と出会いたくてここに

来たんだから、頑張れる自分に出会って、頑張れる自分を持ち帰って卒業しようよ! 頑

張りどころは今なんだよ。そんな自分が必ず誰にでもいるんだから、出会って卒業し

ようよ。生徒たちにはこんなことを話して、大きな変化と苦痛を乗り越える覚悟を諭
します。逆に、頑張れる自分に出会わずに合格を手にした人は、そういう表情をして

いないんです。 

大きな変化を受け入れる覚悟：大きな変化には、

それを受け入れる覚悟が必要です。より良き未来

の想像ができていれば、途中の道を考えないといけ

ない。どういう風に歩いていけばそこにいけるか。

でもそれが見えたら、もうそこにいける。好転する。

これも子どもによく話すガンジーの言葉です。 

You must be the change you wish to see in this 

world. 

「あなたが変化になりなさい。あなたがこの世界で

見たいと願う変化に。こうだったらいいなと思う家

族、人間関係、社会、世界があるのなら、あなた自

身がその変化になりなさい」非常に重い言葉です。

大変なんです。より良い未来にするために、現状延

長線上にはない未来にするために、大きく変わる必

要があるのです。 

その為の一つの方法として、「自問自答する」とい

うやり方があります。自分がとった行動について、

「むしろ良かったんじゃないか」と考えるのです。

自分の予想とは違う場合、「むしろ良かったんじゃ

ないか?」と思うと、「なぜ良かったのか」を考え始

める。その結果が仮に後退だったとしても。これが、

どんなことにも習慣化されてくると、自分で道を作

っていく事になっているのです。「振られた」→「い

やまて。むしろ良かったんじゃないか?」→こう考

えると次の未来がある。こんなことがあったらもう

ダメだとならない。しんどいって、変化かもしれな

い。１回受け入れてみる事も大切だと思います。 

目の前にある現状を打破する：今の話を聞いて、

「昨日辞表を叩きつけてきた」→そして「むしろ良

かったんじゃないか」と考える。という話ではあり

ません。目の前にある現状を打破する人にならない

といけない。目の前にある壁とは、生活習慣病だ

と思います。生きてきた生き方が違うから、一人

一人思考が違うから壁がある。その人にとっての

壁を、壁だとは感じない人もいる。なんでそれが壁

か? それは生活習慣病だから、職場を変えても変わ

りません。解決するために、生活習慣を変える、も

しくは手術をするか。でも、生活習慣を変えないと

同じことが起きます。今いる場所で、自分の描い

ている素晴らしい未来を想像する＝これが「考え

る力」。勉強できる、点数とれるではない。自分が

ワクワクする未来を想像し、そこに至る道を想像

できる力です。 

Don’t think, Feel ! 考えるな、感じろ!ブルース・

リーの言った言葉です。格好いいので使いたくなる

んです。これが今の世の中には多いと思います。

Don’t think, Feel ! を信じていれば、悲惨な写真を

見せられて日本のせいと感じるかも知れない。で

も、そうじゃない。その前によく考えないと。考え

た上で、感じなければいけない。将棋の羽生さんは、

対局では考えず、感じたところが光るという。彼は

考えて考えて考え抜いて、答えがわからなくなって

しまうからそうする。将棋初心者の人が、羽生さん

と同じ様に感じたら、勝てません。「うーんココだ

と感じる!」「そしてー、打つ!!」なんてしてたら勝

てません。その前段階として、鍛錬が必要。感じる

力は世界中をMisleadするのです。だから僕は、 

Don’t think, Feel ! 

Don’t feel, Think ! だと思います。まず考えた方

が良い。感じてそこから恐れを抱く前に。宮本武蔵

は「鍛錬」を説いています。鍛は 1,000日。錬は

10,000日。ざっと 27年 4ヶ月。人生 50年の時代

に、人生の半分以上が鍛練。初めて鍛錬をした人が

言ったことです。僕たちは「考える力」をつける

ことで、より良い未来を作ることができると思い

ます。2016年、今年はどんな 1年にしますか? 現

状延長線上の未来ではなく、ワクワクする 1年を

想像し、その道を描いてみてはいかがでしょうか。 

まとめ：小林義和 

 


